
わが国のプリオン病のサーベイランス結果（～2018年2月）

解 説

1. CJDサーベイランス委員会は、平成11年4月1日から平成30年2月8日ま
でに合計3278例をプリオン病と判定した。

2. 病型別にみると孤発性CJDが2519例( 77％)、遺伝性プリオン病が653例
(20％)、硬膜移植後CJDが91例 (3%)、変異型1例（0.03％）であった。

研究代表者：国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 水澤 英洋

平成29年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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プリオン病：発病者数と死亡者数の年次推移 (n＝3278)

2018年2月

1999年4月から2018年2月までに、クロイツフェルト・ヤコブ病 (CJD) 
サーベイランス委員会にて調査された6458例の内、プリオン病と判定された3278例の内訳
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※CJDは確定しているもののプリオン蛋白遺伝子検索中や硬膜移植
歴の確認中の症例Copyright© CJDサーベイランス委員会. All rights Reserved.
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